
新規事業採択時評価結果（令和４年度新規事業化箇所） 

 

 

事業の概要 

事業名 
一般国道4号（下北

しもきた

半島縦貫道路） 

野辺地
の へ じ

七戸
しちのへ

道路 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：青森

あおもり

県上北
かみきた

郡野辺地
の へ じ

町
まち

一
いち

ノ
の

渡
わたり

 

至：青森
あおもり

県上北
かみきた

郡七戸
しちのへ

町
まち

後
うしろ

平
たいら

 
延長  ７．１ｋｍ 

事業概要  

下北半島縦貫道路は、下北地域の中心都市であるむつ市を起点に、東北縦貫自動車道八戸線と接続する 

地域高規格道路である。 

このうち、野辺地七戸道路は高規格道路ネットワークのミッシングリンクの解消を目的とした 

延長７．１ｋｍの道路事業である。 

事業の目的、必要性  

当該区間の整備により高規格道路ネットワークのミッシングリンクが解消され安定した物流経路を確保。ま

た、新幹線駅から下北地域の観光拠点へのアクセス性向上により周遊観光ルートを構築し、観光振興を支援す

る。さらに、冬期の走行環境の改善により事故発生リスクを低減させ、安全性向上を図るものである。 

全体事業費 約２９０億円 計画交通量  約１５，５００台／日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

【青森県知事】 

事業化することについて同意します。 

下北半島縦貫道路は、東北縦貫自動車道八戸線と一体となって地域間の連携強化や農林水産業・観光産業等

の発展、地域医療の強化等を支援するとともに、災害時における避難路や物資輸送等の機能を有する重要な 

路線です。 

事業化されることになれば、青森･県南･下北の各地域を連結する高規格道路の整備が大きく前進することと

なり、県の基本計画で掲げる｢生業｣と｢生活｣が好循環する地域の確立に大きく寄与するものと考えております。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 
事業採択の前提条件  

■費用対便益  ： 便益が費用を上回っている。 

■手続きの完了 ： 計画段階評価手続き完了（Ｒ３．６．２５） 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ 
１．２ 

（１．３） 

総費用 １９２２億円 総便益 ２２２８億円 基準年  

事 業 費： １７７０億円 

維持管理費：  １４２億円 

更 新 費：    １０億円 

走行時間短縮便益：１８２６億円 

走行経費減少便益： ２７０億円 

交通事故減少便益： １３２億円 

令和３年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝ 1.1  (交通量     －10％) B/C＝ 1.3  (交通量     ＋10％) 

事業費変動 B/C＝ 1.1  (事業費変動  ＋10％) B/C＝ 1.2  (事業費変動  －10％) 

事業期間変動 B/C＝ 1.1  (事業期間変動＋20％) B/C＝ 1.2  (事業期間変動－20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 － 注目すべき影響はない 

事故対策 ◎ 
規格の高い路線の整備により冬期の走行環境の改善とともに、事故リスクの低減 

【冬期における死傷事故件数（１２月～２月）】 

現況：９件／４年 ⇒ 整備後：３件／４年（約７割減少） 

歩行空間 － 注目すべき影響はない 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 － 注目すべき影響はない 

地域経済 ◎ 

高規格道路ネットワークのミッシングリンクの解消により安定した物流経路の確保 

【主要渋滞箇所の回避】 

主要渋滞箇所 現況：３箇所 ⇒ 整備後： ０箇所 

【下北地域（むつ総合卸売市場）から全国（八戸JCT）への所要時間短縮】 

 現況：１０４分 ⇒ 整備後：８４分（２０分短縮） 

災 害 － 注目すべき影響はない 

環 境 － 注目すべき影響はない 

地域社会 ◎ 
七戸十和田駅から下北地域の観光拠点となるむつ市内への所要時間が短縮 

【所要時間の短縮 七戸十和田駅～むつ市内（下北名産センター）の所要時間】 

現況：７０分 ⇒ 整備後：５８分（１２分短縮） 

事業実施環境 ○ 
青森県知事、青森県高規格道路網建設促進期成同盟会等により、下北半島縦貫道路未着手区間

の早期事業化を要望 

 

採択の理由 
費用便益比が一体評価で１．２と便益が費用を上回っているとともに、計画段階評価及び都市計画変更手続き

が完了し、事業採択の前提条件が確認できる。 

また、安定した物流輸送の支援、観光振興や走行環境の改善等、当該事業の整備の必要性・効果は高いと判断

できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：長谷川 朋弘    

       

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※Ｂ／Ｃの上段の値はむつＩＣ～（仮）天間林（２）ＩＣを対象とした場合、下段（  ）書きの値は

事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果 
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新規事業採択時評価結果（令和４年度新規事業化箇所） 

事業評価結果（防災機能） 

事業の必要性  

当該区間の整備により、冬期の走行環境が改善し、災害や事故発生リスクを低減させ安全性の向上を図

るとともに、地域の産業振興や観光振興に寄与するものである。 
評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

・下北半島縦貫道路は、八戸市～むつ市を連

絡する高速ネットワークの一部に位置づけ

られるが、ミッシングリンクとなっている。 
・対象路線の並行現道には迂回路がなく、平

成 24年豪雪時には立ち往生車両による長時

間の通行止めが発生するなど、信頼性の低

さが課題。 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・災害リスク低減のためにハード対策として、緊急輸送道

路の強化、格子状骨格道路ネットワーク整備等を推進。 
※青森県新広域道路交通ビジョン（R3.6） 
・下北半島縦貫道路（中略）等がミッシングリンクとなっ

ており、また、その現道区間は急峻な地形で冬期をはじ

めとする交通隘路が存在していることから、高規格幹線

道路等のネットワークの構築が急務。 

住民生活 

・堆雪による道路幅員減少や路面凍結等、特

に冬期に走行環境が悪化する。 
・冬期は事故件数の増加や正面衝突事故割合

が２倍になるなど、冬期の安全性が課題。 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・東北圏においては、東北圏特有の地勢や冬期間を含めた

厳しい自然環境等が都市の連携や交流を阻害する要因

となっており、圏域内外の交流や人々の暮らしに大きな

影響を与えている。 
※青森県新広域道路交通ビジョン（R3.6） 
・県民が道路行政に期待している項目でも「冬場の除雪・

排雪の充実」が半数以上で最も多く、（中略）本県にお

ける冬期交通環境の改善が重要であり、雪に強い道路交

通網の確保が課題となっている。 

地域経済・ 

地域社会等 

・地域の成長産業と高付加価値資源の流通を

支える安定した物流ネットワークの拡充と

強化が必要。 
・新幹線を利用する観光客に対し、地域の広

域観光拠点へ連絡するネットワーク強化が

必要。 

※青森県基本計画「選ばれる青森への挑戦」（H31.3）  
・交通・情報通信基盤を効果的に活用し、多様な交通手段

の組合せによる目的地へのアクセス向上や交通情報の

検索機能の充実などの利便性の向上を促進します。 
※青森県新広域道路交通ビジョン（R3.6） 
・全国・東北平均よりも漁獲量の多い三八地域・下北地域

の水産物を含め、鮮度･品質の保持が重要な水産物等の

更なる流通拡大のため、県産品の販路拡大を支援する円

滑な道路網の形成が課題となっている。 
・広域観光を可能とする広域道路網の構築ならびに既存の

高規格幹線道路等やスマート IC 等の利用促進が課題

となっている。 
その他   

 
事業の有効性  

・当該区間の整備により、主要拠点間のリンクの評価がＤランクからＣランクに改善するとともに、ネッ

トワーク全体の防災機能が強化される。 
・また、冬期においても安全で信頼性の高い道路ネットワークが構築され、地域産業や観光振興を支援す

るなど、有効性の高い事業と評価する。 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

三沢空港 むつ市 ６ 
（５） 

１．００ 
（Ｄ） 
０．８０ 
（Ｃ） 

０．６７ 
（Ｃ） 
０．８０ 
（Ｃ） 

▲６２．７ 
 

(▲１１．５) 

０．１１ 
 

(０．０３) 

０．３３ 
 

(０．０１) 
◎ 

 
事業の効率性  

・計画段階評価手続き完了（Ｒ３．６．２５） 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値はむつＩＣ～（仮）天間林（２）ＩＣを対象とした場合、 

下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 


